20130210　1部礼拝
想定外の救い（ルカ19:1-10)
皆さんはだれかを見て「あの人は立派だな。あの人はだめだな。あの人は幸せだろう。あの人は偉いな。あの人は良い人だね。あの人は嫌だな。だめな人間だな」といろいろな評価をするときがあると思います。しかし、なにを根拠に、なにを基準にしてそのような見方をしていらっしゃるのでしょうか。本当に私たちが見て「あの人は金持ちなので。あの人はとても心が優しい。思いやりがある人だから。あの人は性格が汚くて悪い」といういろいろな理由がその人を本当にそのように評価できる基準なのでしょうか。もしかしたら、そのような基準で人を見て判断するようになれば、それが自分自身に対しても同じことになってしまうと思います。特に残念なのはクリスチャンでありながらも自分自身のことを正しく、望ましい方向に評価していないということがとても残念なことだと思います。聖書的な表現で申し上げると、今日の聖書の箇所に出ている表現を借りて申し上げると「あの人、だれが本当にアブラハムの子、子孫でしょうか」「だれが本当に祝福の人、祝福された人、幸せな人間なのか。どんな人が神様に選ばれて神様に祝福された幸せな人間、人生なのでしょうか」。皆さんはなにを基準になにを根拠に、そのようなことを見て考えたり評価したりしていらっしゃるのでしょうか。私たちが普段、評価している根拠や基準などから見たときには、今日の聖書に出ている主人公ザアカイという人がいますが、この人はまったく祝福とはかけ離れている、神の祝福とはもう遠く離れている存在です。それにもかかわらずイエス様はそのザアカイに向かって「この人もアブラハムの子だ」とおっしゃいました。私たちはイスラエルの人ではないし、聖書の時代を生きている者ではないので、彼らが今「アブラハムの子」と言われていることはどういうことなのかよく見当がつかないかもしれません。そこにはイエス様の周りにはたくさんの人が集まっていました。彼らは自分自身がアブラハムの子だと思っていて、自分が神に祝福されていて神様に選ばれて神の目が留められている特別な偉い存在だと皆信じ込んでいる人ばかりでした。そのような彼らの目から見たときに今日の聖書に出ているザアカイという人はそこからは例外でした。蚊帳の外の人間です。ザアカイという人は祝福から幸せからは除外されている人間だと、だれでも当たり前に思っていた人でした。なぜかというと、このザアカイという人の職業がなにかというと、取税人であって、その取税人の中でも頭であったと言われています。当時イスラエルはローマの植民地でした。それでローマから税金を取ろうとするとイスラエルの国民から見たときに敵国なので税金を納めようとしません。それでローマの方から方針を決めてイスラエルの人の中から何人かを選んで、また志願する者を受け入れ、税金取り立ての仕事を与えました。それでいくら税金を取っても構わない。ローマに必要な分、定められた分を収めて残りは全部あなたの分にしてもよいとしました。たとえば10円をローマに収めるよう定められている場足は20円よりは50円取ったほうが自分の利益が40円になります。だから、この取税人は同じ国民なのに敵国のために、また自分の腹を満たすために必死になって国民のお金を取る人間だとイスラエルの中では売国者と名付けられていた職業でした。「あの人はうちの国民ではない。裏切り者だ」と思われていた存在であって、彼らはどんな事情があったかはそれぞれ違うのでしょうが、とにかくあらゆることを後にしてお金にすべてを懸けていました。「売国者と言われようがなにを言われようが私はお金にすべてを懸ける。お金が物を言うのだ。お金じゃないとだめなのだ」ということで裏切り者扱いされていてもお金に走っていた人でした。ですから、取税人というと、イスラエルの人は唾を吐くような仕事なのにその仕事についていました。取税人がどのように見られ扱われていたのかだいたい想像がつきますよね。その取税人の中で頭でした。だから、イスラエルの人が見たときにはこのザアカイという人は裏切り者の中の裏切り者であって、呪われて当然のもので国を捨てた者であり、神を捨てた者であり、神様から捨てられた者であり、祝福とは程遠い、まったく関係ない無縁の存在だとだれも疑わないで思っていた人でした。それで、イエス様が彼のところに入ったときに周りがびっくりしました。良い意味でのびっくりではありません。悪い意味でびっくりして「あの方は罪人の家に入って客となられた」とつぶやき文句を言いながら批判しました。つまり。ザアカイという人は他人の目から見たときにも、世間の目から見たときにも祝福からはまったく除外されている存在でした。それは周り、世間の目だけではありません。自分でもよく分かっていたと思います。自分自身も自分が本当に嫌だけれど、どんな事情があったのかとにかくお金に執着して人生を今まで頑張ってきまいた。聖書にはそのような仕事をとおして金をだいぶ儲けて金持ちであったと書いてあります。これは国民の税金です。しかも不正に取ってしまったものばかりです。それで今自分が金持ちになって富を味わっているというのは、確かに裕福で便利かもしれませんがぜんぜん面白くありません。自分で自分を考えても虚しいです。金はあるけれども皆に白い目で見られて誰も相手にしてくれないし、売国者扱いされています。だから、自分で自分のことを考えたときにも祝福とは程遠い存在でした。立派な人間、人生などとはまったく関係ない人でした。それにプラスアルファがありましたが、イエス様がそこを通られるという噂を聞いて、ものすごく虚しく心の中に穴が空いていて、金はいっぱいあるのだけれどその金では埋められない心の穴があったので、イエス様が見たいなという気持ち、飢え渇いた気持ちになりました。それでイエス様を見ようかなと思ってイエス様のところに行きましたら、イエス様が群衆に囲まれていて、この人は背がものすごく低かったようです。たぶん、韓国で今有名に用いられている方よりもっと小さかったのではないかと思います。それで群衆に邪魔されてイエス様のことが見えない状態でした。つまり、このように他人や世間の目で見たときにも自分で自分を考えたときにも間違いなく祝福とは程遠い人間だと思っていて、プラス身体的にもそのような劣勢な状況でした。障害を抱えています。どこを見ても祝福と言う「し」の文字も見えない人間、人生でした。一言で人生の落伍者の代名詞のような人でした。このザアカイという人に祝福と言う言葉は、本当に人生の勝利という言葉は存在しないように思えました。問題は皆も自分もそう思っていて、イエス様を見ようとしても見ることができないその身体的な条件も劣っているザアカイだったのですが、彼はイエス様をどうしても見たいという気持ちがあって、そこを通ると予想して前に走りだしました。いちじくの木の上に登って、通られる上からでも少し拝見したいとイエス様より先回りしていちじくの木の上に登って待機していました。すると、イエス様がちょうどそこを通られたときに「あの方がイエス様なのか。私のような者はまったく関係ないだろう。見るだけでも感激だ」という気持ちでたぶん見ていたと思います。そこへちょうどイエス様がいちじくの木の方に来られ止まりました。そこで止まったのでザアカイは「なぜここに止まるのだろう」と思っていたらイエス様が上を見上げられました。ザアカイと目が合いました。それでイエス様はザアカイに予想もしていない、声をかけられること自体まったく想像していないことなのに、そこに止まり上を見上げてザアカイを呼びます。「ザアカイ。急いで降りてきなさい。今日はあなたの家に泊まることにしてあるから」。まったくだれも想像していない、だれも予想していないことが起きました。イエス様がまったく祝福とはかけ離れ除外されている人間だと自他ともに認め、当たり前だと思っているザアカイの前に止まってザアカイを呼ばれました。それが神様の愛であり、それが神様の救いであり、それが神様の祝福です。つまり、イエス様がザアカイの前に祝福から除外されてだれも疑う余地がないように、祝福からは、良いものからはまったく除外されていると思われていたザアカイの前に止まられた。ありえないことです。つまり、人のすべての予想を全部くつがえしてしまいました。これがイエス様が人を召され人の前に留まることです。すべての人、世間の予想、また自分自身の予想なども全部くつがえして、悪い言葉で言いますと世の中の人のすべての予想を裏切って、イエス様はザアカイの前に留まっていました。まったく期待していないところ、まったく期待ができない、期待などはあり得ないところにイエス様は足を止められます。そして、止められただけではありません。そこで除外され祝福とはまったく関係ないと思われていた人に声をかけられて、愛の声をもってその人を呼ばれ召されるのです。イエス様はそのようにされました。つまり、イエス様が留まること、イエス様がその人を訪ね、愛をもって召し呼ばれ祝福を与えるということは世間の予想、人の予想とはまったく無関係であり、特に外見とは全く関係ないということが証明されたのです。それは言葉を変えますと、今まで私たちがこれは幸せだろう、これは祝福だろう、これは成功だろう、これが立派な人間、人生だろう、これが偉い人、偉い人生だろう。また逆にその反対のいろいろな内容を考えて評価していたその今までの祝福のすべての基準が一瞬にして全部崩れ落ちました。
一番最初、冒頭で皆さんに申し上げました。皆さんは「あの人は幸せだろうな。あの人は良い人だろう。あの人はだめだ。あの人は悲しいだろう。あの人は不幸だろう」といろいろなことを人や人の人生を見て考えたり評価してきたと思うし、今もそのようにしていらっしゃると思います。本当になにを基準、根拠にしていたのでしょう。それがイエス様の祝福の前に全部崩れ落ちたのです。それは基準ではありません。また基準にはなれません。そのことを礼拝を捧げている兄弟姉妹の皆さんは聖書をとおしてぜひ心に受け止めていただきたいと思います。今まで皆さんの中に刻印されていた祝福の基準が全部消されて新しいものに取り換えられるようにしていただきたいと願います。イエス様は予想を覆して想定外のことをなさいました。でも、それは私たちが見たときに想定外であってイエス様の方では元々そのような予定でした。つまり、イエス様は私たちの予想を裏切って、私たちの祝福の基準などにまったく捕らわれないで、そんなことと関係なくザアカイの前に留まる方です。ザアカイを見上げてザアカイを呼ばれる方です。つまり、イエス様が留まったということは、人間の基準から見たときにはまったくそのような功、資格などないところにイエス様は立ち止まれたわけです。イエス様が立ち止まられる、神の祝福が与えられる、本当の幸せの人生、祝福の人生というものは、人の予想を裏切って訪れるものです。人のすべての予想を覆して、神様の祝福は想定外なのです。それを聖書の言葉で申し上げると神様の恵みと言います。それなのに私たちはこのことをよく知らないまま、世間が持っている祝福の基準をそのまま持っていてその目で周りの人も自分自身を評価します。それで泣いたり笑ったり浮いたり沈んだりしているのではないでしょうか。聖書は今日このことを私たちに明確に教えています。イエス・キリストは人の予想を裏切り、想定外のザアカイの前に留まってザアカイを祝福された、ザアカイを呼ばれました。「今日あなたの家に泊まるから。あなたの人生に私が入るから。あなたの人生に神の祝福が、神の救いが、神のいのちがあなたにあなたの人生に入るのだよ」と祝福の声をかけられました。だれもザアカイにそのようなことが起きるとは思ってもいませんでした。予想もしていません。ザアカイにそのような神の祝福が与えられイエスが訪れてくる、神の救いがそこに与えられるということはだれも予想していないことです。それが神様の救いです。私たちの方から見たときには、神様がご覧になったときにも同じでしょうが、救いに値するような資格、功などは一切ありません。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。罪以外にはありません。だれでもどこの民族の人でも学歴がどうであれ、どのような過去を歩んできたのか過去がどう違っていても関係ありません。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる存在です。それにもかかわらず、こちら側からはまったく想定外であり、予想だにしていないことですが、訳は分かりませんがザアカイのような人にイエス様は足を止められます。そのザアカイを呼ばれます。私たちもそのようにして神様に呼ばれた者であり、イエス様の声を聞いた者です。周りはいまだにそれが気に食わないのです。なぜザアカイに。なぜザアカイの家にと。理解できないでしょう。それが神様の恵みというものです。ぜひ覚えてください。神の救いは私たちが考えているような、私たちが根拠にして基準にしているようなものにひっかかるものではありません。まったく関係ありません。こちらでは想定外のものです。神の祝福、神の救いは想定外のものです。今まで私たちが持っていた基準や根拠などによって神の祝福を左右したり計って見たりすることは愚かなことです。それに抵触されません。神の救いは想定外のものです。子どもの賛美にもありますようにびっくり驚く、それが正直な正解、正しい反応です。
そして、そのようにザアカイの前に足を止められてザアカイを呼ばれた、まったく想定外のことが起きたときにザアカイがびっくりして、しかし、それに対して迷わないで心から感動して感謝と感激をもって「ありえない。こんなことがあるか。私？本当に俺なのか？」とたぶん一瞬びっくりしたでしょう。でもそこで「私には資格がないのになぜ私なのか」などの迷いとか躊躇とかそういった余裕などはありません。イエス様に目を留められてイエス様が呼ばれたときには直ちにすぐイエス様を迎え入れるようになるしかありません。それより大事なことがどこにあるでしょう。それより大きな奇跡はどこにあるでしょう。想定外のびっくり驚きのイエス様の訪ねであり救いの祝福です。それでイエス様がザアカイを呼ばれたときに聖書にはこう書いてあります。「ザアカイは急いで降りてきて、そして、大喜びでイエスを迎えた」とあります。たとえば、これはふさわしいたとえにはならないでしょうが、世界でも珍しいダイヤモンドとか希少価値のあるものなどをオークションにかけたりします。これは世界まれに見る、たぶん唯一かもしれません。このダイヤモンドの輝きと大きさ。値段が付けられません。さあこれはだれの手に。もう10億、100億、1000億とかになるかもしれません。そこで借金していて通帳の残高はマイナスになっていていつも借金の取り立てに悩まされている人間にはそれを見ることもできません。すごいなと思っていても私とはまったく関係ありません。だから、オークションの会場に入ることも許されないし入ろうともしません。ダイヤモンド1000億円、1兆円と出たときにだれも受け付けないで、いきなりオーナーがダイヤモンドをもって「おーい。玄関の外にいるおまえ」「だれ？私？」「これをあなたにあげるから。ただで」と言われたらびっくりするでしょう。もちろん瞬間、「嘘でしょう」と思うのが当然でしょうが本当ならそこで「私は資格がないのに、私はこんな人生なのに」とぶつぶつ言う暇も余裕も必要も何もありません。「そうですか。ＯＫ」ザアカイはそれ以上の気持ちでした。イエスがまさか自分のところに立ち止まられて自分を見上げ自分のことを名指しし呼ぶというのはあり得ません。今までの人生を考えてもそうだし奇跡です。世の中にはそのようなことはどんなにすごい奇跡があったとしてもありません。あり得ません。イエス様にだけある奇跡です。それがイエス様の救いです。それでザアカイを呼ばれそこでザアカイが急いで降りてきたというのはオークションのことを少し考えれば参考になると思います。急いで信仰をもって他のことを全部排除して、ちっとも迷わないで無条件、理由がありません。無条件受け入れるのです。間を置かないで急いで大喜びで。そうでしょう。ザアカイの前に足を止められてザアカイに声をかけられましたイエス様のことを大喜びで迎え入れたザアカイでした。

それで自分の家にイエス様を連れて行って、そこでおもてなしをしたり、いろいろやったでしょう。そのイエス様を心から喜んで受け入れたザアカイは変わりました。どのように変わったのでしょうか。周りではいろいろなことを言っています。でもまったく構いません。イエス様が来られたから。イエス様に目を留められたのだから他はなにがどうあろうが関係ありません。それで8節を見るとザアカイはイエス様に言いました。「主よ、ご覧ください。私は財産の半分を貧しい人々に施します」。これはどういう意味でしょう。私たちが自分の財産の半分を施しますといっても大変なことでしょうが、ザアカイはこの金がどのようにして集めた金なのか、金がいのちより大事なものです。その金を手放しますと言いました、それから、「もしだまし取ったものがあれば、四倍にして全部返します」と言いました。だいぶだまし取ったと思います。だから、半分は施して他は4倍にして返しますと、多分赤字になると思います。財産は0になると思います。なぜこれができたのでしょうか。ただ喜んで興奮したので気前が良くなったわけではないと思います。今までザアカイはこのイエス様に目を留められる、イエス様を迎え入れるまではザアカイはお金に命を懸けていました。お金により大事なものはありません。そのお金というものに人生を縛られていました。でも、仕方がありません。だれにでも自分にとって大事なものがあって、それは大事なものでしょうが実際は皆縛られて人生を生きています。それが理論であれ経験であれ家族であれ自分の傷であれなにかに捕らわれて人生を生きています。自分の人生の中で一番力を振るうものを皆それぞれ持っています。ザアカイはイエス様を迎え入れたそのあと、今まで自分を捕えて縛っていたすべてから解き放たれ自由になって解放されたというお証しです。お金を献金したしていないというレベルの話ではありません。過去から解放されました。今までの呪縛から解放されました。そうなのかどうなのかも知らずに、でも人間というものは本当の神の祝福を知るまではなにかに束縛されてなにかに捕らわれて奴隷として生きるしかありません。それが表に大義名分として良い内容なのかどうかは別にいろいろあるでしょうが結局は奴隷です。ときに過去の辛いことが傷になってトラウマにになってその奴隷になりそこから絶対出られません。貧しい家庭で生まれ、なにかの事情があったときにはお金、経済、人の愛情に飢えている者は愛情、家族の中にいろいろな問題が起きた者は家族、勉強が足りない者は勉強、学歴となにかによいか悪いかは別にして人生というものは束縛の人生です。結局、それがその人の心に刻印されて、その人の人生を根底の方から動かして、それから、そうではないかのように頑張っていても決定的なときにはその束縛されているものによって倒れるようになります。成功しても成功ではありません。イエス・キリストを受け入れたあと、その呪縛、その束縛から完全に解放されて自由になりました。どうなっても構いません。

それでザアカイは今までの人生とさようならをし、完全に新しい人生を始めるようになりました。イエス様を受け入れた者はそうなります。それが救いということです。そのザアカイをご覧になってイエス様は最後にこのようにおっしゃいました。「今日、救いがこの家を訪れた。この人もアブラハムの子なのだから」。皆がビックリ仰天するような発言をなさいました。だれもこのザアカイをアブラハムの子、神の祝福の人、神に選ばれた者とはだれもこれっぽっちも、ザアカイ自分自身も思っていないのにそのすべての思いをすべての予想、すべての考えを全部ひっくり返しました。それを革命と言います。ザアカイこそアブラハムの子です。ザアカイを指でさして「あんな売国者。神の祝福から除外されている者、まったく可能性のない人間」と名指ししていたあなたがたが可能性のないものであって、ザアカイこそ祝福の者、幸せな人、救いの人、神の祝福の人、神に選ばれた者、立派な人生、偉い人なのだとおっしゃいました。これが聖書のお話です。皆さんはなにを根拠に人を評価し、自分自身も評価していらっしゃるのでしょうか。その根拠はなんでしょう。もちろん人の物を盗むよりは人に思いやりを持った方がよいかもしれません。でも、だからといってその人は偉い人で、その人は良い人で、その人は祝福の人とは言えません。そういう人の予想や人の評価を全部ひっくり返し、悪い表現ではそれを全部裏切ってザアカイの前に立ち止まられました。これが想定外の救いです。これを神の恵みと言います。これをイエス様の革命と言います。今までのすべての秩序、予想を全部ひっくり返すことを革命と言います。私たちはザアカイの前に止まられたこの話が有名なためよく分かっているので、平気で軽く聞くかもしれません。これは革命です。あり得ません。それが私たちにも起きたのです。これはザアカイの話ではなく自分自身の話ではないでしょうか。皆さんは神様の救いに値する方なので神様が訪れたと思いますか。皆さんは皆さんの中に他の人より偉いところ、良い要素があるのでイエス様が目を留められた、それで祝福の人だと言えるようになったのでしょうか。違います。まったくそうではありません。神の祝福、救いの祝福はそういう意味で外見とはまったく関係ありません。想定外、予想外というわけです。しかも、小さい想定外ではなくもう革命と呼んでも足りないような想定外です。これが祝福であれば、これこそ立派な人生、これこそ幸せな人生、祝福の人はザアカイなのです。だれがザアカイに向かって「あなたが祝福の人だ」と思ったでしょう。だれが言えるでしょうか。でも神様はそのようにおっしゃいました。ですから、皆さんの心の中にクリスチャンになっているにもかかわらず、いまだに刻印されている過去からの世間で持っているそのような基準などを全部、取りはがして捨てる覚悟をしてください。全部否定してください。それは嘘です。「あの人、立派だな」ある意味で立派かもしれません。でも、根本的な立派ではありません。なぜでしょうか。イエス様が目を留めていらっしゃらないから。イエス様を急いで降りてきてお迎えしたことがない人間なので。それならばアブラハムの子ではありません。祝福の人ではありません。わかりますか。想定外の救いです。そうならば、これからは皆さんはザアカイではなく、皆さんひとりひとりはどのような外見でも目に見えるものでも見えないものでも人間の外見によって自分を自慢することも自信を持つことも全部止めましょう。他の人に優しいから、他の人より財力があるから、他の人より才能があるから、他の人より思いやりがあるから、だから私はより良い人間だと自分を自慢に思い自信を持つということはおかしいことです。外見によって自分を誇りに思うということは止めましょう。逆に外見によって絶望したり落胆したりがっかりしたり挫折する、それも全部止めましょう。両方ともやめて一つだけに絞りましょう。イエス・キリストを信じて受け入れていただきたいと思います。そういった外見などは祝福とは関係ありません。祝福の基準はイエス・キリストだけです。だから、そういうことに振り回されないでイエスを信じ、イエスをお迎えするようにしましょう。そうするとザアカイから見られるようにまったく予想だにしてない、まったく可能性のない不幸な人生だと思っていた、そこがひっくり返されて祝福の人生、新しい人生がそこから始まるようになります。イエス・キリストを受け入れると、そこに真の救いが与えられ、真の幸せがそこに与えられ、今までとは完璧に違う新しい人生を始められるようになります。だから、他の外見などによって人生をふり回されるようなことはしないように。大学のために勉強して就職のために頑張るということは別にそれは悪いことではありません。でも、そういったなにかによって皆さんの人生の立派さ、人生の幸せなどが左右されるかのように思って頑張ると、かわいそうにとしか思うしかありません。その前にイエスを信じてください。根本から人生を取り換えないといけません。まず神様に「祝福の子だ、アブラハムの子なのだよ。あなたこそ立派な人生だ。あなたこそ幸せな人生なのだよ」と宣言されることが先です。優先です。今までどのような人生を歩いてきて、どんな問題を抱えていて、周りから何を言われようが、自分自身も自分のことをどのように思って悲しんでいたのかわかりませんが構いません。それによって落胆したり挫折してはいけません。イエス様はすべての予想を裏切りそのような人の前で止まられます。足を止められます、皆さんは呼ばれるのです。見よ、わたしは戸の外に立って叩く。だれでも戸を開けてわたしを迎える者にはわたしは彼のところに入って彼とともに食事をする。一緒に住むということです。今もイエス様はザアカイの人のような前に立ち止まられて、まったく予想をはるかに超え、すべての人間の予想を裏切って心のドアを叩いていらっしゃいます。そのイエス・キリストをお迎えすること、それが新しい人生をスタートする祝福です。今までの過去から解放される秘密です。必ずそのようになります。そうすると神様が皆さんおっしゃいます。あなたこそアブラハムの子、あなたこそ救われた者と。
それから、神様の恵みによって、どうしてもある意味理解できない私のような人間に神の愛と祝福が訪れるというのは絶対必要でしょうが、でも不思議なことにあらゆるルーツをとおして、あらゆるきっかけをとおして神様は皆さんひとりひとりにイエス・キリストをとおして皆さんの人生のドアを叩かれ、それで皆さんはイエス・キリストを受け入れるようになりました。受け入れていない方々は外見によってああだ、こうだというのを終わりにして、イエスを受け入れていただきたいと思います。子どもを育てるクリスチャンの親の方々にはサタンが集中して攻撃します。親にこの一番大事なことを知らないようにするために。だから、世間と同じです。クリスチャンの親の方々は。それが成功でしょうか。礼儀を教えることは必要なことなのですが、礼儀正しいから立派な人間ではありません。イエスを信じて迎え入れる者は立派な人間、その人が成功ある人間、その人が礼儀正しい人間。その人が成功ある人間です。「ザアカイ。あなたこそアブラハムの子なのだ」と。だれがアブラハムの子でしょうか。だれが祝福の人生でしょうか。だれが幸せな人間でしょうか。だれが立派な人でしょうか。政治を立派にまっとうできるから立派な人間でしょうか。イエス様が立ち止まられてイエス様の声を聞いて受け入れていないならばアブラハムの子ではありません。そこは祝福とは関係ありません。

それで皆さんにイエス・キリストが訪れて来られて、イエス・キリストをわけわかりませんが救い主として信じて心に受け入れましたよね。イエス様を受け入れた方であればこれからは他のことより絶対、なにがあっても揺れることのない救いの確信を持ってください。外見などによってその救いの確信を揺るがす様々なことがあります。いっさい理由になりません。ザアカイを見るとその理由だらけなのですがいっさい理由になりません。それを全部裏切ってください。ひとつだけイエスが目を留められて、不思議なことに私はイエス様を受け入れました。だから、私はアブラハムの子です。救いの確信というのは教理的な話ではありません。救いが想定外の革命でありすべての裏切りであれば、それをなぜ今聖書をとおして教えているのかと言うと確信を持ちなさいという意味です。でもほとんどのクリスチャンの方々が確信をなかなか持てません。持てない理由を見ると失敗したから、問題があるから、私は弱さを持っているから、まだ夜寝ているときに悪夢を見ているから、いろいろなこと、理由になりません。ザアカイも理由にならなかったのに。理由になりません。ただただイエス様が目を留められてイエス様のお話を聞いてそれが聞けるようになったのではないでしょうか。そのイエス様を心からザアカイのように急いでしたのかはわかりませんがとにかく、嘘ではなくイエス様のことを救い主として「私にはイエス様が必要です」と受け入れたのではないでしょうか。そうならば皆さんは神様に今こう言われている人です。「あなたはアブラハムの子、つまり、あなたこそ神の子どもです。あなたこそ神に選ばれた人。あなたは祝福の人」だと。これが救いです。確信です。

そして、あなたにはもうすでに神の国が臨まれていて、これから救いの確信と言うのは、そうならば私が生きている間に私がいるところに私がやっていることをとおして地上のすべてが変えられる、地上では考えられない天の祝福、神の国の力が現れる者なのだということに対して確信を持ってください。他の理由などに邪魔されないでください。皆さんがそのような方です。私をとおして会社に行けば会社に、家庭にいれば家庭に、学校に行けば学校に、事業の現場に行けば事業の現場に、なにかの芸能界に行けば芸能界に、教育世界に行けば教育世界に私をとおして神の国が臨まれるようになっている者だという確信を持っていてください。なぜでしょうか。イエスを信じたからです。他のものでは救いは与えられません。これが救いの確信です。きりがないでしょうが救いの確信というのは、そのことのために私の力と関係なく、聖霊のバプテスマが与えられるようになっているものです。それに対して皆さんひとりひとりが自分自身がそのような存在だという確信を持ってください。私には聖霊のバプテスマが必ず注がれるのだと。いつでも注がれるのだと。信じて求めれば。なぜでしょうか。神の国が臨まれることのために。なぜそのように言えるのでしょうか。イエスを信じて受け入れたから。それが救いというものです。救いは聖霊のバプテスマを受ける者に変えられたということです。それを言葉を変えますと、これからは自分で生きるのではなく、自分の人生を聖霊様が神様が生きていくということなのです。そのような存在が救われた人と言います。神の子どもという意味です。それを全部一緒、セットです。「私は神の子どもです。でも聖霊のバプテスマとは関係ありません」ということは自分勝手の考えで、セットなのです。それに対して確信を持ってください。なぜでしょうか。救いは想定外のものですから。その確信を持てない理由が地球に宇宙に存在しません。イエスを信じたのであれば。イエスの御名はすべてです。偉大なる御名です。イエスは神に会える道、イエスは人生のすべての問題を解決する道であり、すべての罪が清められすべての悪魔のしわざ、滅びののろいの運命が完璧に打ち砕かれて解放される道です。イエスはキリストです。イエス・キリストを信じる人こそアブラハムの子です。これから皆さんがこの確信を本当に持つことができれば、2部の礼拝ではもう少し細かく言います。2部の礼拝では福音の手紙1から１０まで要点を整理します。これは非常に大切なので。この救いの確信がなぜ大切なのかというと本当にこの確信を持つのであれば、ずっと黙想して考えてください。私たちがやるべきことというのは自分で生きるのではないので自分の考えを下ろして、自分の欲望や願いやすべて自分を捨てることだけなのです。そうすると神さまが勝手に私の人生を動かしてなさいます。どの方向に向かってでしょうか。エルサレムから地の果てにまでイエスの福音をお証しできるように、事業をとおして教育をとおして芸能をとおして仕事をとおしてあらゆることをとおしてイエスの証人となれるように、エルサレムから地の果てにまでその方向に向かって神様が思うままに神の御心のままに勝手に動かします。でも私たちは自分がしっかりあるのです。でもその自分は全部過去のものです。刻印されている者。救いの確信、神がともにおられる者であればこんなに救われた者であればやるべきことは一つしかありません。正しいこと、それも捨ててください。「わかりません。私にはできません。神がなさってください。神様が思うがままに勝手になさってください」それを聖霊充満と言います。でもそうすると一番最高の答えが与えられます。それがこれからの人生です。ぜひ救いの想定外の秘密を黙想しながら、それが皆さんの揺るがない救いの確信につながるようになっていただきたいと思います。「私はアブラハムの子だ。私は神の子。つまり、言葉を変えるとこの世界の現場をいくらでもひっくり返すことのできる存在なのだ」というこの確信を持っていてください。なぜでしょうか。イエスを信じているからです。そのために聖霊のバプテスマが与えられます。だれにでもイエスを信じる者には与えられます。それがなければ変わらないから、それがなければ人生、これからも勝利できません。イエスさまを信じているにもかかわらずその祝福を味わわないと勝利ができません。残念ながら。これからは聖霊のバプテスマによって生きる者です。あまり細かくいろいろなことを計算したりしないでください。計算が悪いという意味ではありません。聖霊のバプテスマにすべてをかけてください。自分を捨てることです。それを別の言葉で言うとお祈りと言います。救いが本当に想定外のものであればあらゆるひっかけるもの全部を切り捨てて救いの確信、明確な確信をもってください。それならばこれからは「神様、分かりました。これ以上良いものがどこにあるでしょうか。神が私の人生を生きて神がなさろうとしている計画があるというのはなんと素晴らしいでしょうか。神様、勝手に思うがまま、ちょっと丁寧な表現では御心のままにしてください」。
たとえば、このような話もありました。離婚して子どもとも別れ一人どうやって暮らしていくか。いろいろな計算ができます。別にそれは悪いことではありません。でも、救われた者であればそれも主がご存知で主がともにおられるのであれば、それも私の心配から下して「それも知りません。神様、もしこのまま飢え死になって死んでもそれが御心であればそれでよいです。豊かになってイエスが伝えられるのであればそれでいいです」と。もう一つ申し上げましょう。柳先生の例を申し上げます。柳先生は「福音のためにどうかこういうところに導いてください。伝道のために」と40日間祈ったのですがなにも返事、答えがありませんでした。そこで変えたみたいです。「神様、それも下します。どこかへ行っても今の教会に残っていてもどっちにしても構いません。主が望むままに。どこにどうなってもそこでしっかり福音を伝えます」と。自分を下ろすという意味が少しわかりますか。これから、赤ちゃんが生まれる人ともお話をしましたが、初めての経験なので私も振り返ってみると初めての子どもだからいろいろな心配があり、いろいろなことを計算したりします。親としてやるべきことはやらないといけないでしょう。でもそこでも、たとえば健康に生まれようが病気で生まれようがそれさえも全部下すということです。わかりますか。なぜでしょうか。救われたのだから。残りの課題はそれしかありません。その戦いだけです。自分を下ろしますよと。それさえ下しますと。どこかに就職したいですか。就職できないと私はビザも切れて韓国に行かないといけません。就職できないと恥ずかしくてたまりません。これからお金の問題もあります。あるでしょう。嘘ではありません。でも神様はおっしゃいます。「あなたはアブラハムの子、救われたのか。ならばそれも捨てなさい。それも主がご存知なのだよ。就職ができて神の栄光を現すのであれば就職して、もし就職ができないまま神の栄光を現す方法を神様が選ぶならそちらの方に行きます。どちらにしても思うがままにしてください」と、それは無理になにかを押し付けることではありません。救われたのであれば。だから、大切なのは想定外の救いなのでその契約を握って、揺らぐことのない救いの確信に立ってください。救いの確信を持たない限りは今申し上げましたように、思うがままに自分を下ろすことはできません。皆さんは神様が皆さんの人生を生きるように変えられました。何も心配しないで主にゆだねましょう。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　愛する天の父なる神様。ひとりひとりザアカイのような私たちに主が立ち止まられて救いの祝福を与えられ、私たちがこれからもアブラハムの子、神の子どもであるという揺らぐことのない確信をもって何事にも邪魔されないでこの確信を保ち、その上に立って本当に主が私の人生を祝福すること、主が私の人生を生きることを体験できるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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